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研究論文
9．日本の国家構想と多摩
　幕末期の諸建白を経、明治新政府が五箇条の御誓文を掲げて以来、近現代の日本には、次々
と国家の針路転換を唱道するビジョンが登場し、あるものは大きな影響力を与え、実際に政府
と国民の行動を規定した。そうしたいくつかの国家構想に対して、多摩の政治家、市民はどう
反応し、かかわってきたのであろうか。国家構想との関係を軸に多摩の近現代政治史を概観し
てみたい。
　世界的に帝国主義的枠組みが支配的であった明治期の天皇制国家における、国権主義対民権
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Constitutional…Seiyukai…Party.…The…Constitutional…Seiyukai…Party…opposed…universal…
suffrage…movement…from…premature…position…of…Takashi…Hara.…In…spite…of…growing…
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　They…made…a…complete…change…to…support…radical…party…especially…the…Socialist…
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example,…Naoto…Kan…was…returned… to… the…Diet…and…civic…parties…made…rapid…
progress…after…that…they…brought…the…change…of…political…power.…
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主義（内部での二派）の対立と対外膨張論の高まり、大正期の国家主義対議会主義・民本主義
の衝突を経て古典的資本主義は動揺し、昭和前期の軍国主義・国家社会主義、自由主義、社会
主義の対立へと、国家構想をめぐる分裂・抗争が激化していった。対外膨張的軍国主義に支配
されて間もなく、敗戦とともに明治憲法体制は終焉した。連合国によってもたらされ、復活さ
れた戦後民主主義の下では、自由主義・保守主義的国家構想とマルクス主義的社会主義構想の
対立が主軸となり、やがて後者は衰退していく。前者の反左派連合体として出発した自由民主
党は、憲法改正・自主独立を重視する保守派と、軽武装・経済成長重視派との間で擬似政権交
代を繰り返しつつ、1993 年までは、包括政党として左右のウィングを取り込んで長期政権を
維持していった。
　まずは、明治期の国家構想に遡る。天皇主権と自由貿易体制は所与であった。政体論である
が、福澤諭吉の英国流議会制、二大政党制を範とする国家構想に急遽宗旨変えした大隈重信と
改進党系の中道的路線に、なぜ多摩の地主層は共鳴しなかったのか。なぜ急進派の先頭に立っ
たのか。第一に、立憲改進党が都市商工業者の利益を重視して工業化、工業立国論を国家構想
の重要な柱と位置づけたのに対し、自由党は地租軽減を掲げて豪農層に支持を呼び掛けたもの
の、明確な経済政策を打ち出すことはなかった。三多摩の農村部では自由党が圧倒的な力を持っ
たが、製糸織物業の発達した商業都市八王子においては、改進党系勢力は無視できない潜在力
を保つことになる。1…吉野泰三の北多摩正義派結成も、この脈絡において捉えることができよ
う。また、初期条件として、中島信行以降、土佐派の影響下にあったことも大きいが、天賦人
権論の下、活動姿勢として、国会議員のみに権限を委譲するのではなく、院外の勢力もまた議
員と対等の権限を持って藩閥政府と対峙するという戦略が、自由党土佐派、そして関東派の発
想の根底にあったように思われる。
　自由党に対して人的に、そして資金面でも、家業を傾かせるほどの多大な貢献をした多摩の
豪農層であったが、その国家構想は必ずしも明確ではない。星亨は、国会開会の前と後では態
度が異なって当然と述べ、伊藤博文、藩閥勢力との連携に舵を切った。地租軽減の主張は「積
極政策」へと転じ、最終的には建艦に反対することはなかった。そして、対外硬という点にお
いては、改進党系勢力も藩閥政府以上に強硬姿勢を見せていく。三多摩壮士の所産として著名
なのは、色川大吉氏によって発見された、千葉卓三郎起草のいわゆる「五日市憲法」であるが、
起草過程で豪農層による十分な討論や共同研究が深められた形跡はなく、残念ながらその浸透
力は大きなものではなかったことが明らかにされている。2…国会開設後も、多摩の自由党員の
共通認識となることはなかった。そうであったからこそ、土蔵の中で忘れられた存在となって
しまったのであろう。
　伊藤博文による立憲政友会の結成は、民権派のフランス啓蒙主義から国力充実のための国家
経営、内政改革につながる歴史主義的思考、実業重視へと重心の移行したことを意味していた。
憲法作成者伊藤は、政談家や壮士を嫌悪し、産業立国と通商立国という国家戦略を実現するた
めに、民間実業家の実際的専門知識、利害を政策に反映させる憲政のあり方を企図していた。3…
1… 沼謙吉「自由民権期の八王子―自由党と立憲改進党の動向」（2013）『武相近代史論集―八王子・津久井を中心に』
揺籃社 pp.108-129
2… 松崎稔（2012）「自由民権期学習結社の討論会運営―五日市学芸講談会再考」松尾正人編『多摩の近世・近代史』
中央大学出版会所収
3… 瀧井一博（2010）『伊藤博文…知の政治家』中公新書 pp.169-170，277-280
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自由主義的な西園寺を継いだ原敬の国家構想の骨格には、星亨以来の財政拡大による地方振興
という内政重視の側面と、伊藤以来の通商重視、対欧米協調の外交路線が併存した。村野常右
衛門以下の三多摩壮士がそこに大きく関与したことは既に瞥見した。原亡き後、政友会総裁と
して政権を担った高橋是清には、参謀本部廃止を訴えた過去があったが、原の求心力を引き継
ぐことはできなかった。陸軍・長州閥に対峙した多摩人が、高橋の構想実現に努めた形跡は見
当たらない。
　議会制導入後の国家構想として、国民的課題となったのは、普通選挙の実現であった。民本
主義的国家構想は憲政常道論の実践となって展開していく。時期尚早論に回ることもあったが、
普選運動には多摩人が大きな集団として力を発揮した。大正政変から護憲三派内閣に至る過程
は、三多摩壮士の示威運動なくしては実現しなかった、と言っても過言ではないであろう。
　多摩の政治家の姿勢が大きく変化していくのは、男子普通選挙開始後、世代交代によって津
雲国利や中溝多摩吉等が三多摩壮士の前面に立ってからであった。彼らの憲政常道論への支持
は、長続きしなかった。北一輝等、革新派の国家構想を受けて、久原房之助等とともに、「一
国一党論」、あるいは「近衛新体制」へと右旋回していく。帝国の生命線としての満蒙支配の
国家構想を掲げる一夕会－陸軍統制派の戦略がこれに重なり、総力戦体制構築の尖兵となった。
　大日本帝国憲法の枠組みを肯定する立場に立つ重臣たち、美濃部達吉や吉野作造、政民両党
の指導者たちに対して、「革新派」の共通点は、煎じ詰めれば、国際情勢の変化に対して、明
治憲法体制下の政治と経済、政党政治（憲政常道論）と自由主義的経済運営は耐え得ることが
できるのか、という論点に尽きる。西園寺以下の「重臣ブロック」は可能である、という認識
に立ち、「革新派」は体制変革なくしては不可能であると苛立った。久原－津雲等の一国一党
論も、中村高一等の社会大衆党も、政治経済体制の「革新」が必要であるという点では共通で
あった。多摩においては、八並を別とすれば、「革新派」が「現状維持派」を圧倒したと見る
ことができよう。この点は、急進派としての自由党以来の伝統と見てよいかも知れない。
　ただ、細かく見ると、久原－津雲等は最初から政党政治を否定していた訳ではなかった。第
二次若槻内閣において、久原は政党勢力に対する国民や軍部の腐敗・統治能力批判をかわし、
政党への信認を復活させるべく、安達謙蔵内相との間で協力内閣構想の実現に尽力した。政党
が一丸となって軍部の政治介入を排除する、という一つの国家構想の追求であった。しかし、
締約を無視して犬養単独内閣の樹立に走った森恪を、久原は滅多に見せない態度で叱責したと
いう。4…「政党興廃の分岐点」と見た彼は、これで政党内閣は終わったという悔悟の念に襲わ
れたようである。
　一方、都市部を中心に、鳩山一郎や多くの財界人に代表される自由主義的国家構想も、一定
の支持を受けていた。しかし、防共護国団は鳩山等を排撃した。逆に言うと、多摩は鳩山のよ
うな確固たる信念を持つ自由主義者を生むことがなかった。津雲も市場経済への信頼を抱いて
はいなかった。多摩には守るべき大企業（財閥）が存在しなかった、と言えばそれまでである
が、いやしくも「自由党」を出発点とし、自由を標榜して政友会中枢を形成した三多摩壮士が、
容易に国体概念に依拠して自由主義排斥に転じていく。その思想的軽薄さが問われねばならな
いであろう。
　考えられるのは、支那派の形成に関して見たように、「勤皇」という点において人後に落ち
4… 津雲国利（1955）「黒幕・久原房之助」『文藝春秋』33 巻 12…pp.184-189
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ないとする多摩人の気風が、明治初期に比して進行する地域の地盤沈下の中で、（明治維新で
は薩長に遅れをとったが）「昭和維新」において今度こそは先頭に、という過剰反応につながっ
たという見方である。「防共」とは、天皇制と資本主義を守ることに他ならず、大陸進出を最
後のフロンティアと捉える積極姿勢と相俟って、より先鋭化した動きは戦争へとつながって
いった。
　拓殖大学教授を務めていた坂本一角は、翼賛選挙で 4度目の当選を果たしたが、選挙政見の
中で「大東亜共栄圏を確立し東亜拾億民族を指導して行かねばならぬ」と述べていた。5…米国、
欧州、中国、アフリカと世界を広く視察した彼にして、民度が低いとみなすアジアの民衆に対
して、日本が指導するという発想の域を出ることはなかった。
　戦前期の無産政党、とりわけ社会大衆党の国家構想は、欧州社会民主主義の流れを汲み、
ファッショ排撃、基幹産業の国有化、産業民主主義、農地改革、勤労階級の代表者の国家政策
決定過程への参加を主要内容とし、民政党との連携による社会政策の推進を重視していた。し
かし、政党内閣崩壊後は麻生久を中心に陸軍統制派との連携を強め、社会主義の幻影を追って
「広義国防」路線へと転換していく。
　戦争で海外領土をすべて失った占領下の日本にとって、経済的基盤をどこに求めるかは重大
な問題であった。有澤廣巳と中山伊知郎との間で戦わされた論争は、国内開発重視か、貿易優
先かを論点としたが、背景には国際情勢に関する認識、さらにマルクス派と自由主義派の社会
思想上の対立が存在していた。戦後の日本社会党の国家構想は、基本的には戦前期結党時の社
会大衆党のそれを継続した。片山内閣は内務省解体や労働省の設置などの行政機構の民主化、
福祉立法等を実現したが、その重点政策は炭鉱国家管理、労資協調による産業復興であった。
そして、連立内閣を倒壊させた社会党左派と右派・民主党の国家構想の対立の根本には、「社
会化」、そして将来の国有化という所有構造をめぐる問題が横たわっていた。
　合法化された共産党との共同戦線（人民戦線）路線に舵を切ることは、社会民主主義的国家
構想からすれば、到底受け入れ難かった。戦前から共産党と深い関係にあった鈴木茂三郎や加
藤勘十等は民主戦線を強く主張し、右派を揺さぶった。戦後直後の中村高一には、第 22 回総
選挙での高得票も背景に、戦前からの根本体質、総同盟・社会大衆党への組織的介入に鋭く反
発して、共産党排除の主張が強く見て取れる。6…しかし、公職追放によって、片山内閣に関与
することができなかった。分裂後、社会党右派の国家構想は、国有化にこだわらず、産業民主
主義、民主的意思決定の実現を重視するようになった。
　戦時中永井柳太郎等の対外強硬派に私淑した松谷天光光には、社会的弱者への強い連帯意識
が感じられるが、国家構想に関しては明瞭でない。むしろ、人物本位で政治判断を行った形跡
が窺える。そのため、極左（労働者農民党）から右の改進党、民主党へと鞍替えを行っている。
改進党の並木芳雄は、吉田路線を対米従属とし、中曽根康弘等とともに対米自立を掲げて鳩山
等の国家構想の推進者となり、多摩の保守層の根強い支持を集めた。津雲国利の国家構想はむ
しろ鳩山のそれに近いと考えられるが、戦時議会における遺恨もあってか、吉田自由党に帰属
した。
　60 年安保改訂や憲法改正に意欲を見せた岸信介の国家構想に対し、多摩人は強く反発した。
5… 大政翼賛会（1943）『翼賛議員銘鑑』議会新聞社 p.189
6… 梅澤昇平（2013）「草創期社会党の人民戦線を巡る党内論争記録―“西尾メモ”と浅沼メモを読む」『大原社会問題
研究所雑誌』No.656…pp.34-48
－ 101 －
多摩大学研究紀要「経営情報研究」No.22  2018
砂川闘争も高揚を見せ、反米ではなかったものの、戦前回帰的な岸の強権的手法は受け入れら
れなかった。軌道修正を見せた池田勇人内閣以降、軽武装・経済成長路線（所得倍増論）の自
民党主流派を形成した宏池会に石川要三は所属した。穏健な外交と経済重視の路線であった。
　1955 年体制の一方の旗頭、社会党は、革新自治体の叢生という追い風を、新たな建設的国
家構想に発展させることができなかった。地域の若い活動家に支えられて一層左派主導を強
め、古い窮乏化革命論、『社会主義への道』に固執して成長志向・生活重視の国民から乖離し
た。山花秀雄は左派に属し国会対策委員長、副委員長を歴任しながらも、その限界を克服すべ
く、模索を始めようとしていた。
　社会党右派に属し、江田三郎とともに構造改革派の論客として名を馳せた貴島正道は、江田
と菅直人との提携に尽力し、社市連・社民連の政策形成にかかわった。社会党内での社会主義
協会勢力の伸長に危機感を抱いた貴島は、これを「最も教条的なマルクス・レーニン主義」、「本
来の社会党とは異質のもの」として批判し、「制御と分権」、「保障と連帯」、「参加と自治」の
原則に依拠した「市民的社会主義」を提唱した。そして、内にあっては「一人一人の国民にた
いして、もっとバランスのとれた充実した生活を保障することのできる自由と公正と文化的創
造を大切にする社会をつくること」を目標とし、対外的には新しい国際秩序の創造に向けて、
日本が「非核・非武装国家」のメッセージを発信すべきだと説いた。7…そして、議会経験の無
い菅の国会活動や政策形成の黒子として、新しい政治戦略構築に向け、既に社会党に見切りを
つけていた松下圭一氏や篠原一氏といった学者たちとの橋渡し役となった。彼らはマルクス主
義的社会主義を「基底体制還元主義」として退け、漸進的改革を通じて資本主義体制の歪みを
克服し、実質的な機能面において良好なパフォーマンスを実現させる具体策の提示に努め、労
働組合と市民組織の連携に取り組んだ。「自由派社会主義者と市民の連合」という国家構想は、
こうした中から生まれたものであった。『朝日ジャーナル』誌上で戦わされた「現代社会主義
論争」の中で、正村公宏氏により「社会主義は制御と公正の実現である」、とする現代的規定
も試みられたが、その後は「市民派」を名乗る活動グループの台頭の前に「自由派社会主義者」
の影は薄くなる一方となった。
　菅直人と若い支持者グループは、立候補にあたり、国政から疎外されている市民の「参加民
主主義」を軸に、分権制や地方自治、行政の公開、企業権力の抑制、そして市街化農地の宅地
並み課税といった具体策の上に、市民福祉による生活の質的充実を主張している。菅は既成革
新政党の連合構想の限界を突き、現実の社会で発生している問題をどう変革するかという発想
を欠く硬直化した社会党の解体の先に、議員集団としての院内政党と、市民運動を含む院外政
党によって構成される新しい「市民型政党」の形成を訴えた。8…こうした構想は、院外団のリー
ドする「輿論政治」を車の両輪として重視した三多摩壮士の血脈を想起させる。
　以上概観したように、戦後、多摩人が大きくかかわった国家構想は、戦前期に比すと見るべ
きものが少なかったと言わざるを得ない。しかし、そうした中で、菅直人を担いだ若者グルー
プが、「参加」、「分権」、「自治」を基軸に新しい社会像を模索し、提唱し始めていたことは注
目に値する。また、武蔵野市に典型的に見られたように、身近な地方自治の中でシビル・ミニ
マムの実現を掲げて先駆的な数々の試みが展開されたことも、記録に留められねばならないで
7… 貴島正道（1979）『構造改革派…その過去と未来』現代の理論社 pp.97-115，pp.159-189
8… 参加民主主義をめざす市民の会編（1977）『無から有への挑戦…「支持政党なし」時代の選挙』読売新聞社 pp.211-
251
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あろう。しかし、革新市政が 20 年間続いた武蔵野市においても、1983 年 5 月には土屋正忠が
社共推薦の現職藤元政信を僅差で破り、革新自治体は転機に立たされる。1975 年に革新共闘
で当選した構造改革派の長洲一二神奈川県知事は、首長だけの革新ではなく、自治体のシステ
ム全体の革新をどれだけ実現できるかが重要だとして、「自治体革新」を標榜していた。9
10．終わりに――「多摩グローカリズム」への道
　本稿では、1890（明治 23）年の第 1回から 1980 年の第 36 回までの衆議院議員総選挙の分
析（図表 3～図表 25、図表 1・2）を中心に、多摩地域の近現代政治史を考究した。多摩の有
権者の選択は、日本の議会政治を大きく動かしてきたと言える。多数派は「急進派・革新派志
向」でほぼ一貫していた。明治期にあっては自由民権運動、さらに国会開設後も三多摩壮士、
院外団として政友会中枢に拠って政党政治に影響力を行使した。伊藤博文－星亨の立憲政友会
結成によって、10 年間の抗争を繰り広げた自由党－憲政党（民党）所属の多摩出身代議士と、
国民協会（吏党）所属の山口県出身議員とが、同じ鞘に収まったのであった（図表 3～図表
6）。普選運動に対しては、時期尚早論の原敬に従い抑圧的な役割を演じた時期もあったが、護
憲三派内閣と普通選挙法の成立に大きく寄与した。ただ、無産政党の伸張はあったものの、国
家社会主義的国家構想の下、昭和の戦時国家体制に向けて軍国主義的動向を加速させる原動力
となったこともまた、消し去り難い事実である。久原房之助の片腕となった津雲国利は、二・
二六事件で関与を疑われ、中溝多摩吉は近衛グループに摺り寄って防共護国団事件を起こし、
津雲はさらに戦時中、東條英機側近を自認して議会史に汚点を残した。
　こうした軍国主義の尖兵となった歴史は、戦後民主主義の出発点にあって、その後の方向性
を大きく決定づけた。女性参政権の獲得とともに、女性議員のトップ当選が実現された。戦前
とは一転して「革新（＝左派）勢力」、とりわけ日本社会党への支持が高まり、1955 年体制成
立後は、大規模団地を中心とした地域開発の開始と「三多摩格差」への憤りを背景に、1960
年代に至って社共両党で過半数の相対得票率を確保して、市町村レベルでの革新自治体、さら
に美濃部革新都政を誕生させた。そして、多党化を経て 1980 年前後には、菅直人の当選に代
表されるように、その後の政権交代につながる「新政党」の台頭が逸早く見られたのである。
ただ、戦後 1980 年までは、実力を伴って幹事長職にあった戦前の村野常右衛門のように、党首、
幹事長、書記長等の要職に就き、あるいは一派を形成して中央政界に君臨する政治家は現れな
かった。それとは対照的に、長州、山口県は戦前の田中義一以降、久原房之助、松岡洋右、戦
後の岸信介、佐藤栄作、安倍晋太郎と、殆ど絶え間なく首相（候補）を輩出し続け、戦後は公
共事業費を使って道路等の社会資本整備を促進した（図表 10 ～図表 25）。
　90 年余りにわたる多摩の総選挙結果を概観したとき、自由民権運動の隆盛、政友会支配へ
の挑戦、無産運動から戦後民主主義、革新自治体、1955 年体制を超える諸新党と、転換期の
各局面に、地域外部からの異なった人材の流入、影響があったことが見逃せない。それは多分
に東京郊外という地理的条件に恵まれたが故とも言えようが、そこには「辺境革命（marginal…
revolution）」の要素が色濃く認められる。遡れば、明治維新自体も薩長土肥の辺境革命と言
えなくもないのであるが。自由党一色の地域社会（コミューン）が公金をプールして彼らの生
9… 長洲一二（1980）『地方の時代と自治体革新』日本評論社 pp.338-339
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活の面倒を見たことも手伝って、自由民権運動期には西多摩郡五日市町の勧能学校教員に「五
日市憲法」草案を起草した東北宮城県出身の千葉卓三郎、後に小田急電鉄社長となる大分県出
身の利光鶴松をはじめ、利光の言葉を借りれば「全国浪人引受所」と言えるほど、愛知、福島、
福岡など、全国各地からの志士・壮士が集い、三多摩の豪農青年たちと学び合い、行動をとも
にした。10…それは言わば「開かれた地域主義」ともいうべきものであった。そして、それは大
分県人八並武治を擁立した憲政会－民政党、さらに福島県人三浦八郎や兵庫県人山花秀雄を押
し上げた戦前の無産政党、戦後の社会主義政党、「山口県人」菅直人にも受け継がれた。八並
は東京帝大在学中、日華学生会の発起者の一人として清国留学生との交流に努め、菅も東工大
中国人留学生との交流会を開催し続けた。しかし、圧倒的多数派であった政友会は、三多摩壮
士の閉鎖的集団として純化の道を選んでしまった。海外経験の乏しい津雲国利や中溝多摩吉の
視点は内向きであった。むしろ前世代の石坂昌孝、村野常右衛門、森久保作蔵たちの方が、眼
を世界に向かって開いていたと言える。さらに、土佐出身で三多摩壮士となり、星亨に従って
渡米 20 年の後帰国し、原内閣時代にはワシントン会議にも派遣された政友会所属の代議士・
総務、晩年の 1937 年には憲政の行く末を憂いて、浅草東本願寺境内に「憲政碑」を建立した
胎中楠右衛門の名を挙げることもできよう。それにもかかわらず、昭和の新世代壮士たちの行
き着いた先は、極端な皇道主義、軍国主義、排外的ナショナリズム、そして自由民権運動の全
否定にもつながりかねない防共護国団事件と政党解消運動の推進であった。
　中溝多摩吉は著作の「跋」において、「現在の皇国日本は……原敬も、星亨も要なし」と高
らかに宣言した。11…憲政ほぼ半世紀、テロリズムが多くの有為な政治家の命を奪っていた。か
つて三多摩壮士の暴力を批判し、代議士から実業界に転身した青木正太郎の養子となった実兄
の青木昌吉は、東京帝大教授、ドイツ語学者のインテリである。確かに理論家中溝は、それま
での力任せの壮士たちとは明らかに異なっていた。しかし、彼は星や原の何たるかを知ろうと
しなかった。そして、多摩の業者を工事から排除したとして府中競馬場オープンの初日に馬場
に鋲の撒かれた事件で逮捕されたり、東京市の市域拡張に際しては、武蔵倶楽部会長として、
三多摩を明治天皇陵を中心にした公園地帯とする提案も行ったりするほど12…郷土愛の強かった
彼の著書には、世界各国の統計データこそ登場するものの、その人生において国際舞台での交
渉経験などは皆無であった。「三多摩三千の青年を率いて……」と三多摩天下論を唱え、防共
護国団を結成して威勢は良かったが、農村の疲弊に憤慨しても、その再生にはグローバルな経
済安定、協調外交が不可欠であることへの思慮が欠けていたと断ぜざるを得ない。中溝はアジ
ア・太平洋戦争開戦の前年 1月に急逝し、病床から弔辞を寄せた麻生久も後に続いた。
　地域間対立の視点からすれば、多摩の中でも自由党と改進党系の地域対立、自由党－政友会
の候補者決定をめぐる対立があった。しかし、より重要なのは、自由民権運動への結集や、政
友会院外団を突き動かした長州藩閥との対抗関係であろう。陸軍における行き過ぎた長閥支配
が一夕会の台頭につながったことや、東北出身の学者たちが支那学と称する一派を形成し、石
原莞爾に代表される軍人や政治家たちの対中国姿勢に大きな影響を与えたことも見逃せない。
長州勢力との地域的対立関係が近現代史を大きく動かしてきた事実は否定できないであろう。
10…小田急電鉄株式会社編（1957）『利光鶴松翁手記…伝記利光鶴松』大空社 p.107
11…中溝多摩吉（1938）『新しき政』防共護国団
12…中溝多摩吉（1932）「東京市の併合に対する三多摩の主張」八王子市史編集委員会編（2012）『新八王子市史…資料
編５…近現代１』pp.371-380
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戦中にかけて、久原－津雲という連携が成立したが、戦後の岸内閣までは 1961 年の三無事件
等、旧軍人のクーデターの策動から教育勅語の復活まで、戦前へ回帰しようとする圧力は無視
できず、「長州的なるもの」との対峙という気運が残存していた。ただ、立憲政治を志向した
伊藤博文と、政党勢力を敵視した山縣有朋のように、「長州閥」も必ずしも一枚岩であり続け
た訳ではないことに留意が必要である。そして、東京都全体から見ると、多摩は東京市あるい
は 23 区の外、という粗略な扱いを受け、軍用地としての一方的接収、社会資本整備の遅滞等
につながった。こうした中で、単なる地理的側面のみならず、時代の支配的価値観を覆す「辺
境革命」に向けた客観的条件が熟していったと見なすことはできないであろうか。
　一方の長州山口県の戦後の保守化は、岸・佐藤兄弟を軸に進展し、政治空間が固定化し、世
襲化していく（図表 20 ～図表 25）。野坂参三、宮本顕治、志賀義雄といった日本共産党幹部
を輩出した山口県でもあったが、彼らが地元選挙区から立候補することはなかった。そして、
1人の女性代議士すら生まれていない。
　確かに戦前の多摩は自由党－政友会の牙城であったが、既に見たように、選挙を重ねるごと
に、都市化にともなう憲政会－民政党への支持拡大や無産政党の躍進もあって、政友会の相対
得票率は低下していた。そして、「辺境」への人口流入、新天地を求め、心機一転を図って移
住した多摩の新住民たちには、新たな政治への大いなる希望が存在した。こうした伏流の上に、
軍都として戦争被害を受けた経験が積み重なり、戦後はさらに多くの新住民を受け入れ都市問
題に直面する中で、革新自治体を作り、社共両党に大きな支持を与えることとなる。公民館・
図書館活動、「多摩自由大学」のような社会教育や、生協活動に代表される消費者運動が活発
化し、革新的な市民文化が育っていく。1971 年の長期計画以降、武蔵野市ではコミュニティ
を「市民生活の基礎単位」と位置づけ、市民と行政のパートナーシップに基づくコミュニティ
政策や、住民参加を伴う先端的福祉行政が開始された。福祉公社の設立と福祉資金貸付条例の
制定で「武蔵野方式」として全国の注目を集めるようになったのは、1981 年のことであった。
　そうした中で多党化が進み、社会党を中心とする従来型左翼運動の限界が認知されるに至り、
やがて 1955 年体制を超える「市民派」的活動が台頭する。全国各地から団地に移り住んだ新
住民、主婦たちが住民活動や食の安全性、環境問題等を起点に既成政党の外に、地縁とは異な
る新しいネットワークを作り上げていった。全国に先駆けて脱産業主義的市民活動が興り、大
地を守る会が杉並区永福に事務所を構えたのが 1979 年、調布市深大寺北町に本部を移転した
のは 1983 年のことであった。こうして 1980 年代初頭には、既に今日につながる新しい政治的
潮流台頭の基礎的条件が明瞭化していたのである。1985 年、生活クラブ生協を母体に立候補
した池田敦子の、北多摩 2区（国立・国分寺市）での都議会議員当選はもう間近に迫っていた。
　そして、1993 年 7 月の第 40 回総選挙は、定数 511 で自民党 223 議席と、1955 年以降の自民
党首班政権に一旦終止符を打ち、連立 7党による細川内閣を誕生させた。東京 7区では社民連
前職の菅直人、日本新党の新人渡辺浩一郎、東京 11 区では日本新党の新人伊藤達也、社会党
前職の山花貞夫、公明党新人の高木陽介といった細川内閣与党となるメンバーが上位を独占し
た。35 名の日本新党当選者中、2名を多摩が送り出したのであった。
　多摩地域の発言権は 1890 年の 300 分の 2（0.6％）から、戦前の東京府第 7区では 466 分の
3（0.6％）、東京府内の 31 分の 3（9.6％）、戦後 466 分の 5（1.0％）を経て、1975 年の 7 区・
11 区の分区に伴う 511 分の 8（1.5％）、東京都内の 43 分の 8（18.6％）へと、緩やかに高まった。
山口県との議席比は、1890 年の 3：7 を起点に 1920 年代から戦中期の 3：9を経て、戦後期の
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5：9 から 1975 年には 8：9 に縮まった。（しかし、それにもかかわらず、山口県は首相候補を
輩出し続けた。）1996 年の小選挙区比例代表並立制導入後には 300 分の 8（2.66％）、東京都内
では 25 分の 8（32％）と飛躍的に上昇している。だが、その重みに耐え得る政党、政治勢力が、
百三十数年前に政党の誕生に大きく寄与した多摩を策源地として、日本政治の転轍手となる日
は訪れるのであろうか。恐らくそのシナリオ実現の鍵は、もう一つのDNAとも言える先進的
で開かれた地域主義、現代的要請を加味すれば、深い歴史認識を踏まえ、国際公益（グローバ
ル公共政策）や将来世代を視野に入れて、脱産業主義の深化を地域コミュニティの場において
先取りする「多摩グローカリズム」ということになるのではないだろうか。
　1960 年安保以降、軽武装・経済重視を暗黙のコンセンサスとした保守政治の継続の中で、
国家構想をめぐって国民を二分するような対立は生まれなかった。しかし、1979 年にはサッ
チャー政権が成立し、世界潮流に大きな変化がもたらされようとしていた。より現代的な重要
性を持つ 1980 年代以降の多摩の衆議院議員総選挙を中心とした分析に関しては、稿を改め別
途試みることとしたい。
図表-3　第 1 回衆議院議員総選挙結果　1890.7.1  第 1 次山縣内閣　定数 300　小選挙区制 
自 由 倶 楽 部 126 23.11 %
大 成 会 80 12.71
議 員 集 会 所 43 7.73 当 石坂 昌孝 自倶新 1,365 46.9 % 当 吉富 簡一 無新 1,752 33.5 %
自 由 党 1 13.50 当 瀬戸岡 為一郎 自倶新 886 30.4 当 末松 三郎 無新 1,726 33.0
改 進 党 1 9.10 次 吉野 泰三 無新 568 19.5 次 古谷 新作 無新 1,056 20.1
9.8074新無蔵良 県山98他のそ48.3394他のそ・属所無
（合 計） 300 100.00 木梨 信一 他 無新 225
第一議会召集時議席数
立 憲 自 由 党 130 43.3 % 当 大岡 育造 無新 578 87.1 %
大 成 会 79 26.3 次 雑賀 敬二郎 無新 75 11.3
立 憲 改 進 党 41 13.6 坂本 協 他 無新 10
国 民 自 由 党 5 1.6
無 所 属 45 15.0
（合 計） 300 100.0
当 吉川  務 無新 281 65.8 %
次 河田 正輔 無新 140 32.7
その他 6
得票率
山口県第3区[赤間関区・豊浦郡](定数1）
自由党系得票率 0%
山口県第5区[玖珂郡](定数1）
自由党系得票率 0%
神奈川県第3区[三多摩郡](定数2）
自由党系得票率 77.4%
山口県第1区[吉敷郡・佐波郡他](定数2）
自由党系得票率 0%
党　派 議席数 議席率
党　派 当選数 得票率
候補者・党派 得票数 得票率 候補者・党派 得票数
図表-4　第 3 回衆議院議員総選挙結果 1894.3.1  第 2 次伊藤内閣　定数 300　小選挙区制
立 憲 自 由 党 120 44.57 %
立 憲 改 進 党 47 15.51 当 中村 克昌 自由新 1,240 47.0 % 当 森 清蔵 無新 1,875 38.5 %
立 憲 革 進 党 37 6.18 当 石坂 昌孝 自由前 1,197 45.3 当 吉富 簡一 無元 1,649 33.9
国 民 協 会 27 9.81 次 吉野 泰三 国民新 111 4.2 次 堀 耒蔵 無新 576 11.8
中 国 進 歩 党 5 1.07 その他 90 小河 源一 無新 395 8.1
政 務 調 査 所 4 1.16 古谷 新作 他 無前 367 7.5
大日 本協 会派 4 0.98
中 立 倶 楽 部 1 0.24 山口県第3区(定数1）自由党得票率 0%
無所属・その他 55 17.26 当 大岡 育造 国民前 360 54.5 %
（合 計） 300 100.00 次 雑賀 敬二郎 無新 297 45.0
その他 3
山口県第5区(定数1）自由党得票率 0%
当 河上 逸 無新 235 59.7 %
堀江 芳介 他 無新 158 40.2
党　派 当選数 得票率 東京府第13区(定数2）自由党得票率 92.3%
候補者・党派 得票数 得票率
山口県第1区(定数2）自由党得票率 0%
候補者・党派 得票数 得票率
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図表-5　第 6 回衆議院議員総選挙結果　1898.8.10  第 1 次大隈内閣　定数 300　小選挙区制
…
憲 政 本 党 124 41.25 %
憲 政 党 120 39.56 当 村野 常右衛門 憲政新 1,182 43.2 % 当 河北 勘七 国民元 1,944 42.5 %
国 民 協 会 21 5.83 当 青木 正太郎 憲政前 1,113 40.7 当 古谷 新作 国民前 1,941 42.4
日 吉 倶 楽 部 9 1.44 次 486他のそ6.9562新政憲助之邦 間留比
無所属・その他 26 11.93 中村 克昌 憲政前 51 1.8
121他のそ00.001003）計 合（ 山口県第3区(定数1）憲政党得票率 0%
当 大岡 育造 国民前 728 99.4 %
4他のそ
山口県第4区[都濃郡･熊毛郡･大島郡](定数2）
憲政党得票率 0%
当 武弘 宜路 国民前 794 47.4 %
当 三輪 伝七 国民前 771 46.1
その他 107
山口県第1区(定数2）憲政党得票率 0%
候補者・党派 得票数 得票率
東京府第13区(定数2）憲政党得票率 95.5%
候補者・党派 得票数 得票率
党　派 当選数 得票率
図表-6　第 7 回衆議院議員総選挙結果　1902.8.10  第 1 次桂内閣　定数 376　大選挙区制
立 憲 政 友 会 191 50.40 %
憲 政 本 党 95 25.68 候補者・党派 得票数
壬 寅 会 28 4.18 当 村野 常右衛門 政友前 1,439 15.6 % 当 松尾 寅三 政友新 228 51.0 %
帝 国 党 17 4.39 当 関根 柳介 政友前 1,383 15.0 次 三井 忠蔵 政友新 219 48.9
同 志 俱 楽 部 13 2.85 当 比留間 邦之助 政友新 1,319 14.3
無所属・その他 32 12.51 当 堀田 連太郎 本党前 1,302 14.1
（合 計） 376 100.00 当 漆 昌巌 政友新 1,141 12.4
次 浅香 克孝 本党前 942 10.2 当 大岡 育造 政友前 1,998 12.5 %
 相沢 喜兵衛 政友新 839 9.1 当 西村 礼作 政友元 1,511 9.5
 高木 正年 本党前 753 8.2 当 硲 俊聡 政友新 1,347 8.4
2.8803,1新友政一源 河小当25他のそ 
当 上田 実 政友新 1,307 8.2
当 林 仙輔 政友新 1,262 7.9
当 山根 正次 無新 1,120 7.0
次 世良 徳寿 政友新 1,025 6.4
（以下略）
山口県赤間関市選挙区(定数1)
政友会得票率 100%
山口県郡部選挙区(定数7）
政友会得票率 90.1%
党　派 当選数 得票率
候補者・党派 得票数
東京府郡部(・伊豆七島）選挙区(定数5）
政友会得票率 66.7%
得票率得票率
図表-7　第 12 回衆議院議員総選挙結果　1915.3.25  第 2 次大隈内閣　定数 381　大選挙区制
党　派 当選数
立 憲 同 志 会 153 36.92 %
立 憲 政 友 会 108 31.54 得票数
中 正 会 33 7.20 当 高木 正年 大隈前 5,719 30.7 % 当 林 平四郎 無新 689 56.8 %
立 憲 国 民 党 27 7.51 当 守屋 此助 同志新 3,357 18.0 次 藤井 啓一 同志新 516 42.6
大隈 伯後 援会 12 3.93 当 秋本 喜七 政友新 2,769 14.8 その他 6
無所属・その他 48 12.90 当 森久保 作蔵 政友前 2,603 14.0
（合 計） 381 100.00 当 村野 常右衛門 政友前 2,022 10.8
次 漆 昌巌 政友前 2,016 10.8
その他 99 当 山根 正次 同志元 4,246 14.7 %
当 佐々木 安五郎 国民元 3,849 13.3
当 福田 民平 同志新 3,787 13.1
当 硲 俊聡 同志元 3,515 12.2
当 小河 源一 同志前 3,343 11.6
当 三隅 哲雄 同志新 3,145 10.9
当 雑賀 信三郎 同志新 2,868 9.9
次 大岡 育造 政友前 2,466 8.5
林 永太 政友新 1,538 5.3
その他 8
得票率
得票率
東京府郡部(・伊豆七島）選挙区(定数5）
政友会得票率 50.6％
候補者・党派 得票数 得票率
山口県赤間関市選挙区（定数1）
政友会得票率  0%
山口県郡部選挙区(定数7）
政友会得票率 13.9%
候補者・党派
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図表-8　第 14 回衆議院議員総選挙結果　1920.5.10  原内閣　定数 464　小選挙区制
党　派
立 憲 政 友 会 278 55.77 %
数票得派党・者補候11.72011会政憲
立 憲 国 民 党 29 5.32 当 八並 武治 憲政新 786 55.3 % 当 藤井 啓一 憲政新 1,556 62.7 %
無所属・その他 47 11.80 次 村野 常右衛門 政友前 631 44.4 次 御喜 喜右衛門 政友新 920 37.0
4他のそ2他のそ00.001464）計 合（
当 内山 安兵衛 政友新 5,112 36.9 % 当 古林 新治 政友新 6,011 97.0 %
081他のそ2.53778,4前友政七喜 本秋当
次 富田 幸次郎 憲政前 3,575 25.8
652他のそ
当 大岡　育造 政友前 4,841 97.8 %
501他のそ
当 難波 作之進 無新 3,393 46.9 %
次 加納 庫三 政友新 1,771 24.4
島末 元 政友新 1,480 20.4
奥田 乙治郎 無新 570 7.8
71他のそ
得票率
山口県第2区選挙区［吉敷郡](定数1）
政友会得票率 97.0%
山口県第8区選挙区［熊毛郡・大島郡](定数1）
政友会得票率 44.9%
得票率 東京府第12区選挙区［八王子市](定数1）
政友会得票率 44.4%
山口県第1区選挙区［下関市](定数1）
政友会得票率 37.0%
山口県第6区選挙区［豊浦郡](定数1）
政友会得票率 97.8%
当選数
候補者・党派 得票数 得票率
東京府第16区選挙区［三多摩郡](定数2）
政友会得票率 72.2%
図表-9　第 15 回衆議院議員総選挙結果　1924.5.10  清浦内閣  定数 464　小選挙区制 
憲 政 会 151 29.35 %
政 友 本 党 111 24.56 当 八並 武治 憲政前 913 49.0 % 当 秋田 寅之介 無新 1,929 51.3 %
立 憲 政 友 会 103 22.41 次 杢代 竜喜 政友新 883 47.3 次 藤井 啓一 憲政前 1,821 48.4
革 新 倶 楽 部 30 6.15 その他 67 その他 6
無所属・その他 69 17.54
464 100.00 東京府第16区(定数2）政友会得票率 61.6%
当 瀬沼伊兵衛 政友新 5,073 33.9 %
当 小島 証作 憲政新 4,573 30.5 当 大岡 育造 政友前 4,208 58.9 %
次 秋本 喜七 政友前 4,140 27.6 次 田中  隆 無新 2,902 40.6
中溝 多摩吉 無新 570 3.8 その他 34
その他 590
山口県第7区[都濃郡](定数1）
当 長岡 外史 無新 2,647 53.9 %
次 丸山 助二郎 政本新 1,430 29.1
福田 関次郎 憲政新 814 16.5
その他 14
候補者・党派 得票数 得票率
（合 計）
党　派 当選数 得票率 東京府第12区(定数1）政友会得票率 47.3% 山口県第1区[下関市](定数1）
候補者・党派 得票数 得票率
山口県第6区[豊浦郡](定数1）
政友会得票率 58.9%
図表-10　第 16 回衆議院議員総選挙結果　1928.2.20  田中義一内閣　定数 466　中選挙区制
立 憲 政 友 会 217 43.02 %
立 憲 民 政 党 216 43.09
実 業 同 志 会 4 1.69 当 中村  亨 政友新 11,819 19.1 % 当 久原 房之助 政友新 18,118 20.0 %
社 会 民 衆 党 4 1.22 当 坂本 一角 政友新 11,299 18.3 当 庄 晋太郎 政友新 17,003 18.8
革 新 党 3 0.82 当 津雲 国利 政友新 10,244 16.6 当 枡谷 音三 政友新 14,410 15.9
労 働 農 民 党 2 1.87 次 八並 武治 民政前 9,913 16.0 当 藤井 啓一 民政元 10,522 11.6
日 本 労 農 党 1 0.96 荒井 惣太郎 民政新 8,107 13.1 次 磯部 国四郎 政友新 9,084 10.0
諸 派 1 0.67 中溝 多摩吉 政友新 4,903 7.9 三隅 哲雄 民政元 6,726 7.4
無 所 属 18 6.57 矢部 甚吾 日農新 3,239 5.2 安倍 寛 政友新 6,180 6.8
466 100.00 下田 金助 社民新 1,479 2.4 秋田 寅之介 政友前 6,142 6.7
桜井 平八 中立新 593 0.9 磯部 検蔵 中立新 2,180 2.4
＊日農＝日本農民党
当 沢本 与一 民政新 16,761 17.3 %
当 葛原 猪平 政友新 15,227 15.7
当 児玉 右二 政友前 14,114 14.6
当 吉木 陽 政友前 13,948 14.4
当 西村 茂生 政友新 13,930 14.4
次 窪井 義道 政友新 12,833 13.3
（以下略）
（合 計）
山口県第2区[吉敷郡・佐波郡他](定数5）
政友会得票率 72.6%
得票率
党　派 当選数 得票率
候補者・党派 得票数 得票率 候補者・党派 得票数
東京府第7区[八王子市・三多摩郡](定数3）
政友会得票率 62.1%
山口県第1区[下関市・宇部市他](定数4）
政友会得票率 78.5％
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図表-11　第 17 回衆議院議員総選挙結果　1930.2.20  濱口内閣　定数 466　中選挙区制
立 憲 民 政 党 273 52.35 %
立 憲 政 友 会 174 37.76 当 八並 武治 民政元 23,793 35.9 % 当 保良 浅之助 政友新 21,038 21.7 %
国 民 同 志 会 6 1.23 当 津雲 国利 政友前 16,107 24.3 当 久原 房之助 政友前 20,673 21.3
革 新 党 3 0.53 当 坂本 一角 政友前 11,600 17.5 当 庄 晋太郎 政友前 20,066 20.7
社 会 民 衆 党 2 1.70 次 諸江 吉五郎 政友新 6,550 9.8 当 村岡 吾一 民政新 17,564 18.1
日 本 大 衆 党 2 1.53 中村 亨 政友前 5,334 8.0 次 中山 太一 中立新 14,553 15.0
労 働 農 民 党 1 0.79 下田 金助 社民新 2,249 3.3 粟野 谷蔵 社民新 2,713 2.8
無所属・その他 5 4.11 児玉 保 地無新 540 0.8
%8.56 率票得会友政）5数定(区2第県口山党政産無方地＝無地＊00.001664
当 松岡 洋右 政友新 17,239 16.0 %
当 西村 茂生 政友前 16,804 15.6
当 沢本 与一 民政前 14,963 13.9
当 児玉 右二 政友前 14,297 13.2
当 道源 権治 民政新 13,856 12.8
次 吉木 陽 政友前 11,739 10.9
土屋 基雄 政友新 10,765 10.0
（以下略）
（合 計）
候補者・党派 得票数 得票率 候補者・党派 得票数 得票率
党　派 当選数 得票率 東京府第7区(定数3）政友会得票率 59.8% 山口県第1区(定数4）政友会得票率 63.9％
図表-12　第 18 回衆議院議員総選挙結果　1932.2.20  犬養内閣　定数 466　中選挙区制
立 憲 政 友 会 301 58.45 %
立 憲 民 政 党 146 34.91 当 津雲 国利 政友前 19,447 29.3 % 当 久原 房之助 政友前
社 会 民 衆 党 3 1.29 当 八並 武治 民政前 17,733 26.7 当 保良 浅之助 政友前
全国労農大衆党 2 1.37 当 坂本 一角 政友前 14,607 22.0 当 庄 晋太郎 政友前
革 新 党 2 0.38 次 山口 久吉 政友新 14,404 21.7 当 藤井 啓一 民政元
無所属・その他 12 3.61
466 100.00
当 松岡 洋右 政友前
当 窪井 義道 政友元
当 西村 茂生 政友前
当 沢本 与一 民政前
当 児玉 右二 政友前
山口県第1区(定数4）無投票
（合 計）
党 派 当選数 得票率 東京府第7区(定数3）政友会得票率 73.2%
候補者・党派 得票数 得票率
山口県第2区(定数5）無投票
候補者・党派
図表-13　第 19 回衆議院議員総選挙結果  1936.2.20  岡田内閣　定数 466　中選挙区制
山口県第1区(定数4）政友会得票率 49.9％
立 憲 民 政 党 205 39.92 %
立 憲 政 友 会 174 37.62 当 八並 武治 民政前 21,219 28.5 % 当 西川 貞一 中立新 20,943 21.7 %
昭 和 会 20 4.78 当 津雲 国利 政友前 17,763 23.9 当 久原 房之助 政友前 19,799 20.5
社 会 大 衆 党 18 4.66 当 山口 久吉 政友新 13,001 17.5 当 高良 宗七 政友新 15,439 16.0
国 民 同 盟 15 3.79 次 坂本 一角 政友前 12,289 16.5 当 村岡 吾一 民政元 14,561 15.1
諸 派 7 2.65 中村 高一 社大新 5,810 7.8 次 青木 作雄 諸派新 12,575 13.0
無 所 属 27 6.59 中里 弥之助 中立新 4,147 5.5
466 100.00
山口県第2区(定数5）政友会得票率 54.1％
当 西村 茂生 政友前 18,032 17.7 %
当 窪井 義道 昭和前 15,323 15.0
当 国光 五郎 政友元 13,701 13.4
当 児玉 右二 政友前 11,758 11.5
当 中野 治介 政友新 11,538 11.3
次 福田 悌夫 中立新 8,889 8.7
（以下略）
得票率候補者・党派
党 派
（合 計）
候補者・党派 得票数 得票率 得票数
当選数 得票率 東京府第7区(定数3）政友会得票率 58.0%
（以下略）
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図表-14　第 20 回衆議院議員総選挙結果　1937.4.30　林内閣　定数 466　中選挙区制
党 派 得票率
立 憲 民 政 党 179 36.16 %
立 憲 政 友 会 175 35.23 当 八並 武治 民政前 14,664 20.9 %
社 会 大 衆 党 37 9.19 当 中村 高一 社大新 14,133 20.2
昭 和 会 19 4.06 当 津雲 国利 政友前 12,861 18.3
国 民 同 盟 11 2.76 次 坂本 一角 政友元 12,571 17.9
東 方 会 11 2.17 小川 孝喜 政友新 11,544 16.5
諸 派 9 3.24 山口 久吉 昭和前 4,168 5.9
無 所 属 25 7.28
466 100.00
当選数
得票数 得票率
（合 計）
候補者・党派
東京府第7区(定数3）政友会得票率 52.8% 山口県第1区(定数4）政友会得票率 52.3％
得票数 得票率
当 西川 貞一 政友前 17,918 20.4 %
当 青木 作雄 東方新 14,698 16.7
当 庄 晋太郎 政友元 11,198 12.7
当 安倍 寛 中立新 10,788 12.3
次 藤田 包助 政友元 10,648 12.1
（以下略）
8 田村 定一 社大新 3,622 4.1
9 西田 文次 中立新 3,356 3.8
山口県第2区(定数5）政友会得票率 53.8%
当 西村 茂生 政友前 18,894 21.2 %
当 窪井 義道 昭和前 17,677 19.8
当 国光 五郎 政友前 17,124 19.2
当 福田 悌夫 民政新 15,672 17.5
当 中野 治介 政友前 11,946 13.4
次 児玉 右二 昭和前 7,802 8.7
候補者・党派
…
図表-15　第 21 回衆議院議員総選挙結果　1942.4.30　東條内閣　定数 466　中選挙区制
当 津雲 国利 翼協推前 31,655 34.2 % 当 西川 貞一 翼協推前 22,228 21.4 %
東 方 会 7 3.02 当 八並 武治 翼協推前 20,611 22.3 当 林 佳介 翼協推新 20,354 19.6
国 粋 大 衆 党 1 0.55 当 坂本 一角 翼協推元 17,010 18.4 当 紀藤 常亮 翼協推新 16,463 15.9
建 国 会 1 0.39 次 中村 高一 無所属前 16,005 17.3 当 安倍 寛 無所属前 14,619 14.1
大 日 本 党 1 0.18 佐藤 吉熊 東方新 7,029 7.6
皇 道 会 1 0.14
無 所 属 74 29.50
00.001664（合 計）
翼賛 政治 体制
協 議 会 推 薦
381 66.22 %
党　派 当選数 得票率
候補者・党派 得票数 得票率 候補者・党派 得票数
山口県第1区(定数4）翼協推薦候補得票率 69.5%
得票率
 （以下略）
東京府第7区(定数3）翼協推薦候補得票率 75.0%
%8.82203,03新推協翼介信岸当
当 西村 茂生 翼協推前 14,297 13.5
当 窪井 義道 翼協推前 12,630 12.0
当 八木 宗十郎 翼協推新 11,162 10.6
当 伊藤 三樹三 翼協推新 8,612 8.1
山口県第2区(定数5）翼協推薦候補得票率 79.3%
 （以下略）
次 藤田 包助 翼協推元 12,866 12.4
次 福田 悌夫 翼協推前 6,447 6.1
図表-16　第 22 回衆議院議員総選挙結果　1946.4.10　幣原内閣　定数 466　大選挙区制
日 本 自 由 党 140 24.36 %
日 本 進 歩 党 94 18.67 当 加藤 シヅエ 社会新 138,496 7.1 % 当 久芳庄二郎 無新 73,139 7.7 %
日 本 社 会 党 93 17.90 当 中村 高一 社会元 106,000 5.4 当 仲子  隆 無新 55,786 5.9
日 本 協 同 党 14 3.25 当 河野 密 社会前 101,170 5.2 当 細迫 兼光 無新 49,708 5.2
日 本 共 産 党 5 3.85 当 鈴木 茂三郎 社会新 91,896 4.7 当 坂本  実 自由新 47,324 5.0
諸 派 38 11.70 当 大久保 留次郎 自由新 90,005 4.6 当 田村 定一 社会新 43,088 4.5
無 所 属 80 20.28 当 松岡 駒吉 社会新 86,534 4.4 当 木村 義雄 自由新 39,930 4.2
（合 計） 464 100.00 当 徳田 球一 共産新 75,876 3.9 当 疋田 敏男 諸派新 39,577 4.2
〔再選挙で自由1、社会1が当選〕 当 花村 四郎 自由前 63,182 3.2 当 厚東 常吉 自由新 36,189 3.8
当 荒畑 勝三 社会新 53,697 2.7 当 田辺  譲 自由新 33,717 3.5
当 栗山 長次郎 自由新 48,161 2.4 次 中島 勝一 進歩新 28,096 2.9
当 松谷 天光光 諸派新 45,688 2.3 田村 虎一 自由新 27,573 2.9
島田 藤 自由新 37,988 1.9
15 岩浪光二郎 自由新 37,146 1.9
19 八並 達雄 進歩新 29,850 1.5
24 並木 俊蔵 進歩新 23,648 1.2
28 山花 秀雄 社会新 21,520 1.1
31 野島 武吉 社会新 18,411 0.9
得票率
 （以下略）
 （以下略）
 （以下略）
候補者・党派 得票数 得票率 候補者・党派 得票数
党　派 当選数 得票率 東京都第2区(定数12）自由党得票率 27.0% 山口県選挙区(定数9）自由党得票率 38.6%
－ 110 －
総選挙から見た多摩近現代政治史  1890-1980 （下）
図表-17　第 23 回衆議院議員総選挙結果　1947.4.25  第 1 次吉田内閣　定数 466　中選挙区制
…
日 本 社 会 党 143 26.23 %
日 本 自 由 党 131 26.73 当 松谷 天光光 社会前 49,223 19.3 % 当 今澄 勇 社会新 50,207 20.4 %
民 主 党 124 25.44 当 栗山 長次郎 自由前 44,655 17.6 当 坂本 実 自由前 38,692 15.7
国 民 協 同 党 31 7.00 当 並木 芳雄 民主新 31,947 12.6 当 周東 英雄 自由新 30,328 12.3
日 本 共 産 党 4 3.67 当 山花 秀雄 社会前 26,662 10.5 当 庄 忠人 民主新 23,540 9.5
日 本 農 民 党 4 0.78 当 八並 達雄 民主新 25,564 10.0 次 厚東 常吉 自由前 21,425 8.7
諸 派 17 4.29 次 福田 篤泰 自由新 18,964 7.4
無 所 属 12 5.86 伊藤 律 共産新 14,865 5.8
（合 計） 466 100.00 坂口 康夫 社会新 12,074 4.7
高村 直之 社会新 7,209 2.8 当 重富 卓 諸派新 44,554 17.2 %
斎藤 初太郎 社会新 6,134 2.4 当 受田 新吉 無新 38,411 14.8
当 田村 虎一 自由新 32,699 12.6
当 守田 道輔 社会新 28,965 11.2
当 中島 勝一 民主新 18,961 7.3
 （以下略）
 （以下略）
 （以下略）
山口県第2区(定数5）自由党得票率 19.1%
得票率候補者・党派 得票数 得票率 候補者・党派 得票数
党　派 当選数 得票率 東京都第7区(定数5）自由党得票率 27.1% 山口県第1区(定数4）自由党得票率 43.3%
次 門脇 壮介 国協新 17,939 6.9
図表-18　第 24 回衆議院議員総選挙結果　1949.1.23　第 2 次吉田内閣　定数 466　中選挙区制
民 主 自 由 党 264 43.87 %
民 主 党 69 15.68 当 栗山 長次郎 民自前 43,860 15.3 % 当 吉武 恵市 民自新 56,918 18.7 %
日 本 社 会 党 48 13.50 当 土橋 一吉 共産新 43,581 15.2 当 周東 英雄 民自前 53,973 17.7
日 本 共 産 党 35 9.76 当 福田 篤泰 民自新 43,003 15.0 当 今澄 勇 社会前 40,660 13.3
国 民 協 同 党 14 3.41 当 松谷 天光光 労農前 36,043 12.5 当 坂本 実 民自前 39,887 13.1
労働者農 民党 7 1.98 当 並木 芳雄 民主前 30,055 10.4 次 山本 利平 共産新 35,866 11.8
農 民 新 党 6 0.97 次 田辺 忠男 民自新 28,254 9.8
社 会 革 新 党 5 1.27 山花 秀雄 社会前 19,314 6.7
諸 派 6 3.00 八並 達雄 民主前 17,631 6.1
無 所 属 12 6.56 真鍋 富次 民主新 6,331 2.2 当 佐藤 栄作 民自新 52,850 16.2 %
（合 計） 466 100.00 阿部 茂夫 社会元 5,313 1.8 当 青柳 一郎 民自新 43,918 13.4
当 田村 尭平 共産新 41,951 12.8
当 受田 新吉 社会前 36,815 11.3
当 高橋 定一 民自新 30,929 9.5
次 中島 勝一 民自前 30,626 9.4
重富  卓 民自前 20,939 6.4
候補者・党派 得票数 得票率
山口県第2区(定数5）民自党得票率 54.8%
 （以下略）
 （以下略）
党　派 当選数 得票率 東京都第7区(定数5）民自党得票率 40.0% 山口県第1区(定数4）民自党得票率 70.7%
候補者・党派 得票数 得票率
 （以下略）
図表-19　第 25 回衆議院議員総選挙結果　1952.10.1　第 3 次吉田内閣　定数 466　中選挙区制
自 由 党 240 47.93 % 得票数 得票率
改 進 党 85 18.19 当 中村 高一 右社元 61,367 17.3 % 当 吉武 恵市 自由前 60,847 17.6 %
社会党（右派） 57 11.63 当 並木 芳雄 改進前 50,476 14.3 当 西川 貞一 自由元 58,250 16.8
社会党（左派） 54 9.62 当 山花 秀雄 左社元 47,433 13.4 当 周東 英雄 自由前 53,743 15.5
労働 者農 民党 4 0.74 当 大久保 留次郎 自由元 45,477 12.9 当 今澄 勇 右社前 49,502 14.3
諸 派 7 2.68 当 栗山 長次郎 自由前 42,347 12.0 次 細迫 兼光 左社元 48,394 14.0
無 所 属 19 6.66 次 福田 篤泰 自由前 31,756 9.0  （以下略）
（合 計） 466 100.00 津雲 国利 自由元 30,762 8.7
松谷 天光光 改進前 21,989 6.2 山口県第2区(定数5）自由党得票率 44.8%
和田 敏明 諸派元 13,683 3.9 当 久原 房之助 無元 68,268 20.0 %
当 佐藤 栄作 自由前 60,875 17.8
当 受田 新吉 右社前 59,497 17.4
当 青柳 一郎 自由前 42,539 12.4
当 西村 茂生 自由元 31,707 9.3
次 高村 坂彦 改進前 24,436 7.1
 （以下略）
党　派 当選数 得票率 東京都第7区(定数5）自由党得票率 42.5% 山口県第1区(定数4）自由党得票率 62.0%
得票数 得票率
 （以下略）
候補者・党派候補者・党派
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図表-20　第 26 回衆議院議員総選挙結果　1953.4.19　第 4 次吉田内閣　定数 466　中選挙区制
山口県第1区(定数4)自由党吉田派得票率 34.1%
自由党(吉田派) 199 38.95 %
自由党(鳩山派) 35 8.83 当 中村 高一 右社前 68,474 19.6 % 当 田中 龍夫 無新 90,830 26.8 %
改 進 党 76 17.88 当 並木 芳雄 改進前 50,517 14.4 当 細迫 兼光 左社元 74,604 22.0
社会党（左派） 72 13.05 当 山花 秀雄 左社前 48,006 13.7 当 吉武 恵市 吉自前 65,565 19.4
社会党（右派） 66 13.52 当 福田 篤泰 吉自元 46,420 13.3 当 今澄  勇 右社前 57,402 17.0
労働 者農 民党 5 1.04 当 津雲 国利 吉自元 35,378 10.1 次 周東 英雄 吉自前 49,902 14.7
日 本 共 産 党 1 1.90 次 栗山 長次郎 鳩自前 32,109 9.2
諸 派 1 0.44 大久保 留次郎 吉自前 24,799 7.1 山口県第2区(定数5）自由党吉田派得票率 51.4%
無 所 属 11 4.40 松谷 天光光 改進元 24,326 6.9 当 佐藤 栄作 吉自前 68,386 20.5 %
（合 計） 466 100.00 和田 敏明 諸派元 12,410 3.5 当 受田 新吉 右社前 61,818 18.5
当 岸 信介 吉自元 39,263 11.8
当 青柳 一郎 吉自前 36,667 11.0
当 石村 英雄 左社新 35,524 10.6
次 高村 坂彦 改進新 31,712 9.5
西村 茂生 吉自前 27,561 8.2
久原 房之助 無前 23,972 7.2
栗栖 赳夫 鳩自新 8,891 2.7
 （以下略）
候補者・党派 得票数 得票率 候補者・党派 得票数 得票率
党　派 当選数 得票率  東京都第7区(定数5)自由党吉田派得票率 30.4%
図表-21　第 28 回衆議院議員総選挙結果　1958.5.22　第 1 次岸内閣　定数 467　中選挙区制
自 由 民 主 党 287 57.80 %
日 本 社 会 党 166 32.94 当 福田 篤泰 自前 69,250 14.6 % 当 田中 龍夫 自前 102,882 27.1 %
日 本 共 産 党 1 2.55 当 中村 高一 社前 61,140 12.9 当 安倍 晋太郎 自新 70,814 18.6
諸 派 1 0.72 当 北条 秀一 社新 61,047 12.9 当 周東 英雄 自前 70,239 18.5
無 所 属 12 5.99 当 山花 秀雄 社前 59,084 12.4 当 今澄 勇 社前 64,406 17.0
（合 計） 467 100.00 当 細田 義安 自新 57,779 12.2 次 細迫 兼光 社前 63,817 16.8
次 津雲 国利 自元 47,271 10.0 山本 利平 共新 7,436 1.9
並木 芳雄 自前 45,676 9.6
木崎 茂男 自前 33,023 7.0
園田 天光光 無元 20,839 4.4 当 岸 信介 自前 95,904 26.0 %
大野 みつる 共新 14,005 2.9 当 佐藤 栄作 自前 72,545 19.7
当 受田 新吉 社前 57,043 15.5
当 橋本 正之 自新 53,883 14.6
当 石村 英雄 社前 46,091 12.5
次 高村 坂彦 自前 34,181 9.3
田中 尭平 共元 8,945 2.4
党　派 当選数 得票率 東京都第7区(定数5）自民党得票率 53.3% 山口県第1区(定数4）自民党得票率 64.2%
得票率
山口県第2区(定数5）自民党得票率 69.5%
 （以下略）
候補者・党派 得票数 得票率 候補者・党派 得票数
図表-22　第 30 回衆議院議員総選挙結果　1963.11.21　第 2 次池田内閣　定数 467　中選挙区制
東京都第7区(定数5）自民党得票率 39.1%
数票得数票得%76.45382党主民由自
日 本 社 会 党 144 29.03 当 福田 篤泰 自前 110,171 17.3 % 当 細迫 兼光 社前 79,740 21.9 %
民 社 党 23 7.37 当 長谷川 昭三 社新 88,445 13.9 当 田中 龍夫 自前 79,294 21.8
日 本 共 産 党 5 4.01 当 中村 高一 社前 84,506 13.3 当 周東 英雄 自前 71,811 19.7
無 所 属 12 4.77 当 小山 省二 自新 76,459 12.0 当 今澄 勇 民元 65,420 18.0
（合 計） 467 100.00 当 山花 秀雄 社前 71,009 11.2 次 安倍 晋太郎 自前 58,021 16.0
次 津雲 国利 自前 62,166 9.8 村上 信 共新 9,211 2.5
北条 秀一 民元 52,161 8.2
土橋 一吉 共元 49,692 7.8 山口県第2区(定数5）自民党得票率 51.7%
並木 芳雄 無元 25,071 3.9 当 佐藤 栄作 自前 94,785 26.0 %
小泉 武雄 無新 10,690 1.7 当 受田 新吉 民前 66,398 18.2
二子石 邦雄 無新 4,122 0.6 当 大村 邦夫 社新 51,982 14.2
 （以下略） 当 山田 耻目 社新 50,702 13.9
当 岸 信介 自前 49,877 13.7
次 小澤 太郎 自前 43,841 12.0
青木 清保 共新 6,956 1.9
党　派 当選数 得票率 山口県第1区(定数4）自民党得票率 57.5%
候補者・党派 候補者・党派 得票率得票率
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図表-23　第 32 回衆議院議員総選挙結果　1969.12.27　第 2 次佐藤内閣　定数 486　中選挙区制
東京都第7区(定数5）自民党得票率 32.0%
数票得%36.74882党主民由自
日 本 社 会 党 90 21.44 当 福田 篤泰 自前 158,997 17.3 % 当 安倍 晋太郎 自前 87,671 24.1 %
公 明 党 47 10.91 当 土橋 一吉 共元 154,836 16.8 当 田中 龍夫 自前 82,303 22.6
民 社 党 31 7.74 当 大野 潔 公前 142,898 15.5 当 林 義郎 自新 71,447 19.6
日 本 共 産 党 14 6.81 当 小山 省二 自前 136,069 14.8 当 今澄 勇 民元 62,255 17.1
無 所 属 16 5.30 当 和田 春生 民新 119,995 13.0 次 枝村 要作 社前 48,082 13.2
（合 計）　　  486 100.00 次 長谷川 正三 社前 105,009 11.4 於保 睦 共新 12,171 3.3
山花 秀雄 社前 100,816 11.0
 （以下略）
当 佐藤 栄作 自前 96,979 23.1 %
当 岸 信介 自前 65,469 15.6
当 小澤 太郎 自前 64,872 15.4
当 宮井 泰良 公新 54,193 12.9
当 受田 新吉 民前 51,529 12.3
次 山田 耻目 社前 43,494 10.3
大村 邦夫 社元 35,613 8.5
青木 清保 共新 7,903 1.9
山口県第2区(定数5）自民党得票率 54.1%
候補者・党派
%3.66 率票得党民自）4数定(区1第県口山数選当派　党
候補者・党派 得票数 得票率得票率
得票率
図表-24　第 34 回衆議院議員総選挙結果　1976.12.5　三木内閣　定数 511　中選挙区制
自 由 民 主 党 249 41.78 %
日 本 社 会 党 123 20.69 当 福田 篤泰 自前 163,130 26.8 % 当 安倍 晋太郎 自前 98,376 27.0 %
公 明 党 55 10.91 当 長谷川 正三 社前 132,347 21.8 当 林 義郎 自前 76,806 21.1
民 社 党 29 6.28 当 大野 潔 公前 108,183 17.8 当 田中 龍夫 自前 75,886 20.8
日 本 共 産 党 17 10.38 当 工藤 晃 共新 104,968 17.3 当 枝村 要作 社前 72,233 19.8
新自 由ク ラブ 17 4.18 次 菅 直人 無新 71,368 11.7 次 伊藤 潔 共新 32,280 8.9
無 所 属 21 5.70 川田 章 無新 25,279 4.2
（合 計）　　　511 100.00
東京都第11区(定数4）自民党得票率 30.0% 山口県第2区(定数5）自民党得票率 47.2%
当 伊藤 公介 ク新 145,119 20.3 % 当 宮井 泰良 公元 70,463 15.7 %
当 山花 貞夫 社新 138,052 19.4 当 岸 信介 自前 64,715 14.5
当 石川 要三 自新 119,353 16.7 当 山田 耻目 社前 61,735 13.8
当 長谷雄 幸久 公新 118,061 16.5 当 受田 新吉 民前 60,646 13.5
次 土橋 一吉 共前 97,573 13.7 当 高村 坂彦 自元 57,335 12.8
小山 省二 自前 95,253 13.4 次 小澤 太郎 自前 52,521 11.7
重宗 昌幸 自新 36,866 8.2
玉木 襄 ク新 23,045 5.1
舛富 圭一 共新 20,181 4.5
候補者・党派 得票数 得票率 候補者・党派 得票数 得票率
 （以下略）
党　派 当選数 得票率 東京都第7区(定数4）自民党得票率 26.8% 山口県第1区(定数4）自民党得票率 68.9%
 （以下略）
図表-25　第 36 回衆議院議員総選挙結果　1980.6.22　第 2 次大平内閣　定数 511　中選挙区制 
自 由 民 主 党 284 47.88 %
日 本 社 会 党 107 19.31 当 菅 直人 連新 157,921 22.8 % 当 安倍 晋太郎 自前 127,947 31.9 %
公 明 党 33 9.03 当 小澤 潔 自前 114,334 16.5 当 林 義郎 自前 86,948 21.7
民 社 党 32 6.60 当 大野 潔 公前 107,135 15.5 当 田中 龍夫 自前 84,361 21.0
日 本 共 産 党 29 9.83 当 長谷川 正三 社前 107,002 15.5 当 枝村 要作 社前 71,408 17.8
新自 由ク ラブ 12 2.99 次 秋本 文夫 自新 103,362 14.9 次 浅野 謙二 共新 30,512 7.6
社会 民主 連合 3 0.68 工藤 晃 共前 102,198 14.8
無 所 属 11 3.48 山口県第2区(定数5）自民党得票率 52.2%
511 100.00 東京都第11区(定数4）自民党得票率 25.7% 当 佐藤 信二 自前 85,186 18.8 %
当 石川 要三 自前 196,550 25.7 % 当 吹田 愰 自前 83,416 18.4
当 伊藤 公介 ク元 176,987 23.2 当 高村 正彦 自新 68,357 15.1
当 山花 貞夫 社前 141,758 18.6 当 山田 耻目 社前 67,245 14.8
当 岩佐 恵美 共前 123,174 16.2 当 部谷 孝之 民前 66,009 14.6
次 長谷雄 幸久 公前 121,196 15.9 次 吉井 光照 公前 61,744 13.6
高橋 由雄 共新 21,622 4.8
党　派 当選数 得票率 東京都第7区(定数4）自民党得票率 31.4% 山口県第1区(定数4）自民党得票率 74.5%
候補者・党派 得票数 得票率
（合 計）
 （以下略）
候補者・党派 得票数 得票率
　データに関しては、財団法人公明選挙連盟編集・発行（1967）『衆議院議員選挙の実績 第 1 回～第 30 回』
pp.175-717、石川真澄・山口二郎（2010）『戦後政治史』〔第3版〕岩波新書pp.236-250、上條末夫（1978）「〈資
料〉衆議院議員総選挙（戦前）」『法学論集』〔通巻 17 1978-03〕駒澤大学法学部 pp.173-199、等を参照
